
【庶務報告（平成1 7年8月～平成18年6月）】

平成17年度 第2回役員会議事録抜粋

日 時：平成 17 年8 月8 日（月）11:00～12:00

場所；ホテルプラザ神戸 18 階レストランスマイリ ーネプチューン
議事
1 ； 前回議事事まの確認、と承認
2. 報告事項

1 ）各担当報告
①編集：第 25 号部会報を編集発行。 名簿は別冊とし、 個人情報保護法に配慮し校正中。
②企画：被服衛生学部会 30 周年記念表彰（功労賞・奨励賞）をセミナーにて行う。
③会計：会費の納入状況飽滞納者には他の役員からも確認を行って納入を促す。
④庶務．部会員動向（名誉会員 10 名、 賛助会員 4 名、 正会員 101 名、 学生会員 10 名）。 個人情報

保護法に伴って会員名簿記載項目の確認を行った結果。
⑤HP ：セミナ一部会報など月 1 回を目処に更新。

2 ）第 24 回被服衛生学セミナー

参加者 70 名。 1 日目懇親会終了後、 若手の会を実施。
3）第 25 回被服衛生学セミナー

東北地区役員5 名担当。会期平成 18 年8月7 、 8目。会場は仙台 141 ピ／レ、懇親会会場は三井ア
ーバンホテル。総会で案内を行い、 七夕祭り開催期間にて宿泊予約を実施する。

2. 審議事項
1) HP：汎用J P の取得し、 h句ゴ＇／www.hih此ueisei.jp/ にアドレスを変更する旨承認。 現契約期間

終了となる平成 18 年2月前に契約し、 切り替えを行うこととする。 主な利点は、 部会内
ML の利用 、 費用の減額。

2）庶務：入会時の会員情報記載項目およて具名簿管理は従来通り縮小せず、入会申し込み用紙に個人
情報保護法に伴う名簿記載項目の確認項目を追加する。

以上
文責：前回、 花田

平成18年度 日本家政学会棚E衛生学部会臨時総会議事録抜粋

日時 2005 年8月8日（月）午後 16 時 40分一 17 時40分（第 24 回被服衛生学セミナー第 1 日目）
場所 神戸ファッション美術館 セミナー室（ 4F)

出席者 48 名
1. 報告事項
1 ）各担当報告

q漏集：第 25 号部会報を編集発行、 配布。会員名簿については後日郵送。
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②企画： 「2005 年度棚良衛生学部会諸行事の進捗伏況報告」
・「第 25 号棚E衛生学セミナーJ開催。
｝・「被服衛生学部会 30 周年記念表彰」第 24 回セミナー懇親会にて功労賞 10 名と奨励賞 12 名の表彰式
を行う。
・「科学研究費による公開講座」 2006 年度に九州地区で開催するにあたり、 文部科学省科学研究費補

助金研究成果促進費（公開講座）を 2005 年度に申請する。
③会計：会費の納入状況は、 納入率約 30%。未納者には引き続き会費請求を行う。
④庶務・部会員動向（名誉会員 10 名、 賛助会員 4 名、 正会員 101 名、 学生会員 10 名）退会 2 名、 賛助
会員担当者交代 1 社、 学生会員より正会員へ変更 1 名。
⑤ホームページ：部会報、 セミナー情報等掲載。月一回程度更新。第 25 号部会報も近日中に掲載予定。
2 ）「第 24 回被服衛生学セミナーJ開催中。懇親会の案内。
3 ）「第 25 回被服衛生学セミナー」東北地区担当にて平成 17 年8月 7 日～8日 仙台 141 ピルにて開
催予定。懇親会会場は三井アーバンホテル。七夕祭り開催期間につき、 本セミナー開催中より宿泊予約
を実施する。
2. 審議事項
1）ホームページ．汎用JPに関して、 部会のアドレスとしてhi五tlrueisei. のドメイン取得を提案。
上記審議事項について承認された。
3. 名誉会員証授与式
栃原部会長より福本富美子先生、 弓削治先生に名誉会員証が授与された。

以上
文責・花田、 前田

平成18年度 第1回役員会 議事録抜粋

日 時 2006 年 5 月 27 日（土）12 時 30 分～13時 30 分
（社）日本家政学会第 58 回大会 2日目

場所秋田大学 第B会場 ( 1 号館 3 階305 教室）
出席者 15 名

1. 報告事項
1 ）各担当報告

①企画：「第 24 回被服衛生学部会夏季セミナーの報告」
・「被服衛生学部会 30 周年記念行事」功労賞（10 名）、 奨励賞（12 名）を授与した。

・公開講座の企画・申請
・ 部会報の発行、 今回会員名簿の発行はしない。

＠輝集：「第 26 号部会報」の発行準備原稿締切を 6 月末とする。 8 月 7 日仇）仙台にて配
布予定

③会計：平成 17 年度決算報告
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＠監査報告

⑤庶務：会員の動向 夏季セミナー後入会 正会員 3 名、 学生会員 5 名、 その後退会正会員 4 名、

学生会員 3 名、 名誉会員、 賛助会員に変動なし。現在 122 名。（昨年比 1 名増）

・住所等の変更の連絡について 庶務担当者のアドレスにメ ールで変更を届ける。

－情報公開の可否について。入会申し込み時に記入する。学生会員には期限をつけてはどう方、入

会用紙を工夫する。

⑥第24田被服衛生学セミナー （神戸）報告

・参加者 63 名。学生は 3,000 円にしたが 5 名でとどまった。関係者が多く他の

方が少なく残念だった。若手の会が好評だった。

⑦第25田被服衛生学セミナー （仙台）準備状況

• 8 月 7 s, 8 日実施。会場の関係、で最後のセッションのみ公開講座の形態で行う。

③その他

2. 審議事項

①平成 18 年度予算

②企画．「第 25 回被服衛生学夏季セミナーの開催J

• r有松絞り実習・見学会J
－「公開講座の開催J

• r被服衛生学部会会報J 発行

．会員名簿

③個人情報の利用に関する規約部会則変更一部追加改正。

④第26田被服衛生学セミナーの開催について

・昨年関西、 一昨年福岡、今年東北なので来年は関東地区。

⑤その他

・ 次回は8月7日 第2回役員会

以上

文責：葛西・花田

平成 18 年度 目本家政学会被服衛生学部会総会議事録抜粋

日 時 2006年5月 28 日 （日） 12 時 30 分～13 時 30 分

（キ：±）日本家政学会第68 回大会 3日目

場所秋田大学 第F 会場 (G2 103 教室）（一般教育 2 号館 1 階）

出席者 18 名

1. 報告事項

1 ）各担当報告

①企画：「第24回被服衛生学部会夏季セミナーの報告j
• r被服衛生学部会 30 周年記針子事j功労賞（ 10 名）、 奨励賞（ 12 名）を授与した。

- 34 -

・公開講座の企画 ・ 申請

．部会報の発行

＠編集．「第26号部会報J の発行準備

③会計：平成 17 年度決算報告

④監査報告

⑤庶務：会員の動向 現在 122 名。

⑥第24回被服衛生学セミナー （神戸）報告

・参加者 6 3名。 若手の会が好評だった。

⑦第25 回被服衛生学セミナー 仙台）準備制兄

• 8月7目、8日実施。

2. 審議事項

①平成 18 年度予算

②企画：「第25 回被服衛生学夏季セミナーの開催」

・「有松絞り実習・見学会」 ・ 「公開講座の開催j・「被服衛生学部会会報J 発行

③個人情報の利用に関する規約部会則変更一部追加改正。

④第26回被服衛生学セミナーの開催について

次回は関東地区で行う。

⑤その他

・昨年部会 30 周年で奨励賞など設けたが、今年セミナー26 周年で賞を設けるのかについては、 セ

ミナーも部会も 10 年単位とする。

－ 次回は8月7日 臨時総会

文責：：葛西

Fhd
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以上
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